
⼀般社団法⼈ワールドカウンシルフォーヘルスジャパン（ＷＣＨＪ） 
第 1 期(令和 5 年度)事業ならびに決算報告書 

 
【概 要】 
 ＷＣＨＪは 2023 年 2 ⽉に WＣH 本部より元代表理事の柳澤に⽇本⽀部の設⽴の打診があり、以後準
備が進められていた。同年 5 ⽉に本部への設⽴登録が終了し、同年の 6 ⽉にイギリスで⾏われた WC の
イベントに理事 3 名が派遣された。同年 7 ⽉ 14 ⽇に⼀般社団法⼈として登録、8 ⽉よりホームページ
の運営を開始した。2023 年 9 ⽉ 9 ⽇に東京でキックオフイベントを開催した。参加者は、会場とオン
ラインを含めて 1000 ⼈以上となった。 
 主な活動内容は 新型コロナウィルスワクチンの副反応、WHO の国際保健規則 IHR（２００５）の
書き換えと「パンデミック条約」締結問題、mRNA ワクチンに混⼊する DNA に関する報告について
WCH 本部の緊急専⾨家ヒアリングなどの情報配信を⾏った。また、ワールドカウンシルフォーヘルス
アジアの発⾜に尽⼒し、 国際シンポジウムには３⼈の理事が発表を⾏った。 また、2024 年 1 ⽉の能登
半島沖地震には現地のＷＣＨＪ会員医師への⼈的⽀援と物品⽀援を⾏った。 同年 3 ⽉ 31 ⽇には政府に
超過死亡の原因と対策、新型コロナワクチン接種の⼀時中⽌と安全性の調査、さらに WHO の国際保健
規則の書き換えとパンデミック条約の締結に反対するよう要請する署名運動を開始した。 
 
【決算報告】 
ＷＣＨＪの主体事業は個⼈並びに企業からの寄付によって運営している。また、 収益事業(課税事業)は
令和 5 年 9 ⽉ 9 ⽇に開催したキックオフイベントの録画をインターネット上で販売した売り上げのみで
ある。 また主な⽀出は、⼀般社団法⼈としての登録、ホームページの運営、キックオフイベントの運営、
能登半島沖地震への⽀援等である。 なお、代表理事並びに理事は、旅費交通費を除き給与賃⾦等の⽀給
は⾏われていない。 
 
Ｐ−１：事業報告書（本紙） 
Ｐ−２：決算報告書（第１期）⾮営利事業―表紙 
Ｐ−３： 同 貸借対照表 
Ｐ−４： 同 損益計算書 
Ｐ−５：決算報告書（第１期）収益事業―表紙 
Ｐ−６： 同 貸借対照表 
Ｐ−７： 同 損益計算書 
Ｐ−８：損益計算書（⾮営利と収益事業⼀覧） 
Ｐ−９：預貯⾦内訳書 
Ｐ−10：役員給与などの内訳書 
Ｐ−11：監査報告書 
 






















